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◆9 月 19 日（月・祝） 13：30～15：00 

場 所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料    

託 児：あり（1週間前までに要予約） 

 

◆9 月 8 日（木) 10：00～11：30 

場 所：参画センター学習研修室 3  

参加費：無料     

託 児：あり（1週間前までに要予約） 

 

 

 
 

 

 

<女性版骨太の方針 2022> Part2 
  
Ⅲ男性の家庭・地域社会における活躍 

⓵男性の育児休業取得の推進及び働き方の改革 

 改正育児・介護休業法の段階的施行を踏まえ、ハローワーク

における育児休業中の代替要員確保に関する相談支援や両立

支援等助成金の周知等を実施。コロナ下で広まったテレワーク

等多様な働き方を定着させ、コロナ前の働き方に戻さない。 

⓶男性の育児参画を阻む壁の解消 

 男性が育児参画するためのインフラの整備。例えば、ベビー

ベッド等の男性トイレへの設置、ベビーカー使用者のためのフリ

ースペースの設置を促進する。また、学校関連の活動・行事に

おけるオンライン化の推進をする。これは、保護者と学校の間の

連絡のオンライン化を進めることになる。子育て・介護など各種

行政手続におけるオンライン化の推進。そして、仕事と子育て等

の両立を阻害する慣行等への対応などが必要となってくる。 

③男性の孤独・孤立対策 

 男性相談窓口の充実強化を図る。男性相談を行っている男

女共同参画センターの取組事例について、全国の男女共同参

画センターに対して横展開をしていく。 

 

 

 

参加者：25 団体・32 人 場所：学習研修室 1・2・3 

新型コロナウイルス感染症予防のため、会場も三密を避け、1

机に 1 人座れるように設営した。 各団体の参加者に活動の内

容を紹介してもらい、交流の時間とした。センターへの意見や質

問なども出してもらった。 

（参加者の感想） 

「団体登録したばかりなので、今後が 

楽しみです。このような交流会で、他 

の団体さんの活動を知ることが出来、 

ありがたいです。今後の活動に活かし 

ていきたいです」等。 

 

 

ト ピ ッ ク ス 
 

 

（テーマ）弱者が弱者のままで尊重される社会とは？ 

「ひとりでも生きていけそう」と言われる私たちの経験から 

◆3日目 10月 30日（日） 

 ＜エスカ―ション＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆9 月 17 日（土） 10:00～11:00 

場 所：参画センター学習研修室 1・2・3 

参加費：無料     

対 象：市民フェスティバル実行委員 

 

 

「職場のマナーとコンプライアンス」 

 

◆9 月 19 日（月・祝） 10:00～11:30 

講 師：森井久美子（キャリアコンサルタント・ 

参画センター相談員） 

場 所：参画センター学習 研修室 1・2 

参加費：無料  定 員：10人（先着） 

 

◆9 月 17 日（土） 13：30～15：00 

場 所：参画センター相談室 

参加費：無料     

 

Ⅳ女性の登用目標達成（第５次男女共同参画基本

計画の着実な実行） 

⓵政治分野 ハラスメント防止、各議会等における積極

的な活用を推進する等。 

⓶行政分野 従来の人事慣行を見直し、女性職員の職域

の拡大に取り組む等。 

⓷経済分野 女性役員がいない企業の状況や女性役員

比率ランキング を掲載に取り組む等。 

⓸科学技術・学術分野 理工系や農学系の分野に進学す

る女子学生を対象とした官民共同の修学支援プログラム

を創設等。 

⓹地域における女性活躍の推進 農業委員や農業協同

組合役員等における女性割合の向上。、防災・復興ガイド

ラインに基づく取組を全国各地に展開。校長・教育委員会

等における女性割合の向上等。 

⓺国際分野 令和７年までに引き上げる目標(公使、参事

官以 10％、特命全権大使、総領事８％)を着実に達成等。 

各分野において、実行していくことが今後の重要な課題

であることは、必須である。 

         （資料：内閣府「共同参画」） 

 

 

参加者：56 人 場所：参画センター学習研修室 1・2・3  

企画：ヒロシマ被爆手記朗読の会＠香川 

今年は、若手メンバー（蓮井、竹内、成松）で企画し、開催 

した。第 1 部では、新しく中学 1 年生の朗読もあった。第 2 

部では、メンバーによる朗読劇にゲストピアニスト高橋さんの 

演奏を加えてお聞き頂いた。新たな試みとして、AI によるカラ 

ー化された当時の写真をピアノ演奏とともに見て頂いた。 

（参加者の感想） 

「今日の朗読の会、聞き応えがありました。みんなの心に 

どぉ～んと響いたと思います。何より若い方を育てるのは 

未来に希望が持てますね」 

 

 

 

 

◆1日目 10月 28日（金） 

 ＜分科会・交流会＞ 

・SDGs未来創造コンテスト～高校生が夢を叶える第１歩～ 

・性の権利と健康 

「性(いのち)の権利を伝えたい」をカタチにするには～自分の心

とからだを大切にする～ 

・IKIGAI（いきがい）くらよし版人生会議～よりよく生きるための

今と心づもり～ 

・女性の活躍 女性が望む道を歩むためには 等。（9分科会） 

◆2日目 10月 29日（土） 

 ＜開会式・基調報告・特別講演・アトラクション・分科会

報告・記念シンポジウム＞ 

特別講演（トークショー）主演者：上地 雄輔さん、秀ノ山親

方さん （テーマ）誰もが生き生きと輝くために、私たち

が考えるジェンダー平等～未来に向けて若い世代への

応援メッセージ！～ 

記念シンポジウム パネリスト：座長 山田修平さん、 

上野千鶴子さん（東京大学名誉教授）、鳥取大学生 

(参加受付) 

7月 1日～9月 16日まで 

（お申込みウェブサイト） 

日本女性会議 2022㏌鳥取 

くらよし参加申込フォーム 

URL https://tottori-

yashitabi.com/joseikaigi/ 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

「第一声から空気を変える力をお持ちですね。改

めて、凄いと感じました。辛い記憶、記録を読み込

み自分のモノとして吐き出す作業は、辛い作業で

もありますね。沖縄の語りべがそうですが、忘れて

はいけない事を伝えていくのは、大切な仕事だと

思います」 

「上手に語るな…忙 

しい日常で考える、 

思い出す時間になり 

ました」等。 

 

日本女性会議 2022 in鳥取 

くらよし実行委員会事務局 

〒682-8633 鳥取県倉吉市堺町

2丁目 253-1 

倉吉市役所第 2庁舎 

（倉吉市人権政策課） 

【電話】0858-22-8130 

【FAX】0858-23-9100 

 

10月 28日（金）〜30日（日） 

 

 

 

「防災グッズを手作りしよう！」 

◆9 月 15 日（木） 13:30～15:00 

場 所：参画センター学習研修室 1・2 

参加費：200円   

定 員：8人（先着） 

 

参加者：5 人  

場所：学習研修室 1・2 

昨夏から開催している「つながりタイ

ム」。臨床心理士の先生と一緒に、参加

者の悩みや色々な話題について話し合

う場になっている。今回は、”断捨離”や 

”夫の体調管理” 

（メタボ対策）に関 

して、自分の経験 

や対策を話し合っ 

た。臨床心理士と 

の個別相談もした。 

 

 

 

 

 

 

＊コンプライアンスとは、会社の規則、法令、社会で守られている 
ルールを守ること 


